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		③メハジキ（益母草）栽培暦  ヤク モ ソウ サイバイ コヨミ

		月						2						3						4						5						6						7						8						9				10						11						12								1

		旬				上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下

		一年目 ネンメ		生育 セイイク																																						○												○

																																														発　芽 ハッ メ

																																												○

																																																		生　育（ロゼット） ナマ イク																				（休眠） キュウミン



				作業 サギョウ																																				△				△						△						△

																																										播種 ハシュ				＜育苗＞				   本畑へ定植

																																																				△								△

																																																				除草（適宜）

		二年目 ネンメ		生育																														○		○								○

										（休眠） キュウミン								生育（ロゼット）⇒抽だい セイイク チュウ																着蕾				開　花

																																										○										○

																																												結　実

				作業																△								△

																						追　肥																△						△		△						△

																		△								△												収穫・乾燥										 切　断

																				除草（適宜） テキギ

		作業の内容				☆		播種時期																						☆		本畑への定植																						☆		収穫

								前年度採取したものを播種する。																								基肥は窒素14％、燐酸10％、加里13％の配合比の化学肥料を80kg/10a施す。 ホドコ																								7月中旬から8月上旬（花が咲き揃った頃）の頃に地際より刈り取る。 ウエ ハナ サ ソロ コロ

								育苗：7月下旬～8月中旬 イクビョウ ナカ

																																葉が黄色い場合、適宜堆肥する。 ハ キイロ バアイ

						●		育苗																								畦幅1m前後の平床で、株間は10～15cm。																						☆		乾燥

								育苗圃：1m2当り1.5～2.0g播種する。 イクビョウ ホ																																																茎を曲げたときポキンと折れる程度まで乾燥させる。

								育苗箱：園芸用土を用いても良い。 モチ ヨ																						☆		追肥

								育苗圃では、本葉が4枚程度展葉したら イクビョウ ホ																								尿素20㎏、又は窒素14％、燐酸14％、加里14％の配合比の化学肥料を60kg/10a施す。 ニョウソ マタ ホドコ																								ビニールハウス内で日陰乾燥20～30日。 ナイ

								5cm平方当り1本程度になるように間引く。																																																乾燥機を使用する場合60℃以下。 キ シヨウ バアイ イカ

								セル育苗では最終的に1～2本/セルにする。 イクビョウ サイシュウテキ ホン																																														☆		加工 カコウ

								生育が悪い場合、水に溶かした化成肥料を セイイク ワル バアイ ミズ ト カセイ ヒリョウ																						☆		病虫害																								切断（長さ5cm以下） セツダン ナガ イカ

								灌水を兼ねて与えると良い。 カンスイ カ アタ ヨ																								ハダニ,ヨトウムシ,ベト病,菌核病など。																						☆		収量

								本葉が6～8枚程度になるまで育苗する。																								薬剤散布は行えない。 オコナ																								10a当り生で2,000kg，乾燥物で540kg．
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Sheet1

		③ ジオウ 栽培暦

		月				4						5						6						7						8						9				10						11						12								1						2						3

		旬		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下		上		中		下

		生育

																												生 育 期 （期間中不定期に開花） ナマ イク キ キカンチュウ フテイキ カイカ																				地上部黄変 チジョウ ブ オウ ヘン																地上部枯死（休眠） チジョウ ブ コシ キュウミン



		作業

										植え付け										追肥①														  追肥②

																																																		堀取 ホリ ト						[生薬]　洗浄、（加熱）、乾燥 ナマ クスリ センジョウ カネツ カンソウ

						種根貯蔵																						  中 耕 ・ 除 草

																																																												[　種　根　]　貯　蔵

				★畑の準備																														★追肥																★収穫・調製

				   有機肥料を散布する． サンプ																														  6月下旬，9月上旬とも ガツ ゲジュン ガツ ジョウジュン																   11月中旬～12月上旬にかけ掘り取る．

		作		   苦土石灰：pH6.0～6.5を目標																														     窒素：3kg																   流水で土砂を洗い落とし，乾燥する．

		業		★基肥（10a当り）																														     燐酸：2kg

		の		   有機質以外は必要としない。 ユウキシツ イガイ ヒツヨウ																														     加里：3kg										を目安 メヤス						★収量

		内		★植え付け																														★管理																   10a当り生重量で1,500kg リョウ

		容		   畦幅：75～80cm																														   中耕，除草

				   株間：20cm																														   排水に注意する．																★種苗（翌年の種根）の保存 シュビョウ ヨクネン タネ ネ ホゾン

						畝高：20cm以上の高畝 ウネ タカ イジョウ タカ ウネ																																												   健全な根茎を長いままで、土中埋める。 ケンゼン コンケイ ナガ ドチュウ ウ

				   種根：長さ5～10cmに切断したもの．
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